




星　　　孝1 )，粟生田博子2 )，佐藤成登志1 )，古西　　勇1 )，松本香好美1 )，
江玉　睦明1 )，高橋　英明1 )，斉藤　　慧1 )，大西　秀明1 )，押木利英子1 )
キーワード：主体的学習，学生，OSCE
Students’ self-directed learning activities during the OSCE preparation period
Takashi Hoshi1 )，Hiroko Aoda2 )，Naritoshi Sato1 )，Isamu Konishi1 )，
Kayomi Matsumoto1 )，Mutsuaki Edama1 )，Hideaki Takahashi1 )，Kei Saito1 )，
Hideaki Onishi1 )，Rieko Oshiki1 )
Abstract
This study aimed to clarify the self-directed learning activities of students in preparation 
for the OSCE, while examining the influences of such an examination on all students’ 
recognition of learning. A questionnaire survey was conducted, involving students who 
took the OSCE. The questionnaire consisted of 15 questions; the first one regarded 
<students’ recognition of their own self-directed learning activities>, followed by those 
regarding cognitive domain, aﬀ ective domain, psychomotor domain, and self-eﬃ  cacy. Based 
on responses to the first question, students who were not sufficiently performing self-
directed learning activities were identiﬁ ed at the beginning, and, focusing on changes in 
their self-directedness, they were classiﬁ ed into the following 2 groups at the end of the 
OSCE preparatory period: those who maintained a passive attitude; and those whose self-
directedness was enhanced. At the beginning of the period, 48.1% of all students 
recognized that they were not sufficiently performing self-directed learning activities. 
While self-directedness was subsequently enhanced in the majority of such students, 
16.2% （7.8% of all students） maintained a passive attitude until the end. On comparison 
between the beginning and end of the period, the recognition of learning was signiﬁ cantly 
enhanced in all questions in all those whose self-directedness increased during the period. 
In contrast, in those who maintained a passive attitude toward learning, such 
improvement was observed for 4 questions, excluding the <recognition of self-directed 
learning activities>. Furthermore, in all students who took the OSCE, a significant 
enhancement of recognition was observed for all questions regarding the knowledge and 
skills necessary for clinical training at the end of the period.
Key words：Self-Directed Learning，Students，OSCE
 






















































































し、 1、 2、 3 を “主体性が低い学生”、そして 5、 6、
7 を “主体性が高い学生” として区分した。さらに、主
体性が低い学生を、終了時も 1、 2、 3のいずれかで留







































































1 自分から主体的に学習を行える 1 2 3 4 5 6 7
2 グループ内の学生と話し合うことができる …… 1 2 3 4 5 6 7
3 グループ内の学生と協力することができる …… 1 2 3 4 5 6 7
4 グループ内の学生を牽引することができる …… 1 2 3 4 5 6 7
5 課題内容の理解度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
6 課題の解決に対する創意工夫はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
7 課題の実行に対し専門用語を使った説明ができる …… 1 2 3 4 5 6 7
8 観察する力の実力度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
9 検査測定を実施するための知識度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
10 検査測定技術の実力度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
11 治療を実施するための知識度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
12 治療技術の実力度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
13 分析する力の実力度はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7
14 治療計画を立てる力はどれほどですか …… 1 2 3 4 5 6 7






上昇度 標準偏差 上昇度 標準偏差 有意性
1 自分から主体的に学習を行える 0.67 0.52 1.94 0.57 p<0.01
2 グループ内の学生と話し合うことができる 1.00 0.63 1.48 1.15 n.s.
3 グループ内の学生と協力することができる 0.83 0.75 1.29 1.24 n.s.
4 グループ内の学生を牽引することができる 0.50 0.55 0.90 1.01 n.s.
5 課題内容の理解度はどれほどですか 1.50 1.22 2.10 0.91 n.s.
6 課題の解決に対する創意工夫はどれほどですか 1.00 0.89 1.90 1.11 n.s.
7 課題の実行に対し専門用語を使った説明ができる 0.33 0.82 1.03 0.83 n.s.
8 観察する力の実力度はどれほどですか 0.83 0.75 1.26 0.77 n.s.
9 検査測定を実施するための知識度はどれほどですか 0.50 0.55 1.55 0.72 p<0.01
10 検査測定技術の実力度はどれほどですか 0.67 0.52 1.29 0.74 n.s.
11 治療を実施するための知識度はどれほどですか 0.67 0.52 1.48 0.81 p<0.05
12 治療技術の実力度はどれほどですか 0.33 0.52 1.32 0.87 p<0.01
13 分析する力の実力度はどれほどですか 0.67 0.52 1.29 0.78 n.s.
14 治療計画を立てる力はどれほどですか 0.50 0.84 1.45 0.99 p<0.05
15 自分はできるという自己評価はどのくらいですか 0.83 1.17 1.55 1.06 n.s.




平均 標準偏差 平均 標準偏差 有意性
1 自分から主体的に学習を行える 2.33 0.51 3.00 0.00 p<0.05
2 グループ内の学生と話し合うことができる 3.67 1.03 4.67 1.03 p<0.05
3 グループ内の学生と協力することができる 4.17 0.75 5.00 0.63 n.s.
4 グループ内の学生を牽引することができる 2.67 1.50 3.17 1.16 n.s.
5 課題内容の理解度はどれほどですか 2.33 0.51 3.83 1.16 n.s.
6 課題の解決に対する創意工夫はどれほどですか 2.33 0.51 3.33 0.81 n.s.
7 課題の実行に対し専門用語を使った説明ができる 2.83 0.75 3.17 0.75 n.s.
8 観察する力の実力度はどれほどですか 2.17 0.40 3.00 0.63 n.s.
9 検査測定を実施するための知識度はどれほどですか 2.67 0.51 3.17 0.75 n.s.
10 検査測定技術の実力度はどれほどですか 2.17 0.75 2.83 0.75 p<0.05
11 治療を実施するための知識度はどれほどですか 2.00 0.63 2.67 0.51 p<0.05
12 治療技術の実力度はどれほどですか 2.00 0.00 2.33 0.51 n.s.
13 分析する力の実力度はどれほどですか 2.17 0.40 2.83 0.40 p<0.05
14 治療計画を立てる力はどれほどですか 2.17 0.40 2.67 0.81 n.s.
15 自分はできるという自己評価はどのくらいですか 2.00 0.89 2.83 0.98 n.s.
主体性が上昇した学生（n=31）
開始時 終了時
平均 標準偏差 平均 標準偏差 有意性
1 自分から主体的に学習を行える 2.87 0.34 4.81 0.54 p<0.01
2 グループ内の学生と話し合うことができる 3.97 1.25 5.45 0.96 p<0.01
3 グループ内の学生と協力することができる 4.26 1.29 5.55 1.06 p<0.01
4 グループ内の学生を牽引することができる 3.29 1.16 4.19 1.35 p<0.01
5 課題内容の理解度はどれほどですか 2.68 0.65 4.77 0.66 p<0.01
6 課題の解決に対する創意工夫はどれほどですか 2.74 0.89 4.65 0.79 p<0.01
7 課題の実行に対し専門用語を使った説明ができる 3.29 0.86 4.32 0.87 p<0.01
8 観察する力の実力度はどれほどですか 2.81 0.79 4.06 0.62 p<0.01
9 検査測定を実施するための知識度はどれほどですか 2.94 0.62 4.48 0.72 p<0.01
10 検査測定技術の実力度はどれほどですか 2.71 0.64 4.00 0.63 p<0.01
11 治療を実施するための知識度はどれほどですか 2.61 0.55 4.10 0.79 p<0.01
12 治療技術の実力度はどれほどですか 2.35 0.66 3.68 0.83 p<0.01
13 分析する力の実力度はどれほどですか 2.61 0.71 3.90 0.65 p<0.01
14 治療計画を立てる力はどれほどですか 2.58 0.67 4.03 0.79 p<0.01




























































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 有意性
1 自分から主体的に学習を行える 3.64 1.01 4.83 0.92 p<0.01
2 グループ内の学生と話し合うことができる 4.23 1.13 5.27 0.96 p<0.01
3 グループ内の学生と協力することができる 4.55 1.19 5.42 1.01 p<0.01
4 グループ内の学生を牽引することができる 3.34 1.18 3.94 1.29 p<0.01
5 課題内容の理解度はどれほどですか 3.09 1.02 4.78 0.78 p<0.01
6 課題の解決に対する創意工夫はどれほどですか 3.04 1.06 4.49 0.98 p<0.01
7 課題の実行に対し専門用語を使った説明ができる 3.56 0.96 4.32 0.91 p<0.01
8 観察する力の実力度はどれほどですか 3.01 0.83 3.92 0.77 p<0.01
9 検査測定を実施するための知識度はどれほどですか 3.30 0.94 4.42 0.90 p<0.01
10 検査測定技術の実力度はどれほどですか 3.45 3.53 4.00 0.84 p<0.01
11 治療を実施するための知識度はどれほどですか 2.96 0.91 4.03 0.98 p<0.01
12 治療技術の実力度はどれほどですか 2.70 0.88 3.65 0.95 p<0.01
13 分析する力の実力度はどれほどですか 3.01 0.91 3.90 0.80 p<0.01
14 治療計画を立てる力はどれほどですか 2.99 0.95 3.96 1.01 p<0.01
























































??? ??????????? ??????????? ??????? ???? ????????????????? ???? ?????
主体的に学習を行える 1 .214 .160 .322** .526** .514** .473** .534** .493** .541** .496** .483** .596** .496** .487**
グループ内で話し合える 1 .738** .456** .201 .161 .346** .257* .228* .274* .213 .161 .256* .064 .126
グループ内で協力できる 1 .562** .099 .055 .293** .259* .152 .337** .186 .246* .246* .079 .101
グループ内学生の牽引 1 .257* .202 .500** .285* .169 .351** .270* .269* .361** .188 .308**
課題内容の理解 1 .585** .450** .467** .589** .554** .532** .489** .482** .415** .492**
課題解決への創意工夫 1 .511** .536** .608** .557** .598** .425** .549** .585** .573**
専門用語を使った説明 1 .560** .503** .669** .518** .541** .658** .411** .396**
観察する力 1 .571** .686** .571** .691** .769** .630** .616**
検査測定の知識 1 .756** .722** .579** .510** .629** .651**
検査測定の実力 1 .712** .685** .718** .628** .692**
治療実施の知識 1 .665** .551** .577** .554**
治療技術の実力 1 .636** .688** .697**































































































































































註 1） OSCE（Ob j e c t i v e S t r u c t u r e d C l i n i c a l 
Examination）とは、臨床現場で想定される状況
を課題として設定し、学生が実際に遂行してみる
パフォーマンステストである。客観的臨床能力試
験といわれている。本学科では、被検者として臨
床で実際に症例を担当している理学療法士や地域
の一般市民に依頼し、模擬患者として症例を演じ
て頂き、実施する学生の課題遂行技術や実施時の
態度について、学科教員が確認する体制をとって
いる。
